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島根原子力発電所３号炉 チャンネルボックス厚変更に伴う原子炉設置変更許可申請書（添付書類八、添付書類十）及び解析コードの説明について 

 

 はじめに 

島根原子力発電所３号炉は新規制基準適合に係る原子炉設置変更許可申請において、地震時の燃料

集合体変位を低減させるためにチャンネルボックス厚を変更（以下、「C/B 変更」という。）している。 

C/B 変更に伴い、炉心特性が変化することから、原子炉設置変更許可申請書 添付書類八及び添付書

類十（以下それぞれ「添付八」、「添付十」という。）の炉心解析等の再解析を実施している。これらの

解析実施に当たり、準備ができている最新のコードを用いるという観点から、９×９（A 型）燃料に関

する炉心解析で用いるコードを、島根３号炉増設申請時に用いた「HINES/PANACH」から「LANCR/AETNA」

に変更している。 

本資料は、これらの状況を整理し、今後の説明の進め方に関する当社の考えを示すものである。 

 

 C/B 変更に係る添付八、添付十及び解析コード説明の説明項目及び説明順序（当社希望） 

C/B 変更により炉心特性が変わることによる影響範囲（右図赤枠部）は再解析を実施し、C/B 変更後

でも判断基準へ適合することを確認しており、これら全般について説明する。ただし、ここで実施す

る解析のうち、同図の下線部に示す項目の解析で LANCR/AETNA を用いている（その他の解析は解析コ

ードの変更なし）ことから、まずは LANCR/AETNA の妥当性から説明し、その内容について概ねご理解

いただいた後、添付八、添付十を順次説明することで考えている※。 

なお、添付八、添付十の説明は、C/B 変更に伴う既許可からの差分（島根３号増設時以降の審査実績

を考慮した適正化を含む。）を中心に行うこととし、必要に応じて各項目の評価手法等についても補足

説明を行う。 

 

チャンネルボックス厚変更に係る解析コード、添付八、添付十の説明順序（当社イメージ） 

 

※：炉心燃料関係では「機械設計」の解析結果の一部（燃料被覆管の応力設計比）も既許可から変更となるが、効率的

に説明を行う観点から「燃料被覆管の閉じ込め機能維持評価」説明時に合わせて説明する。また、重大事故等対策

での評価は、有効性評価等にてお示しする。 

 

 

 
チャンネルボックス厚変更に伴う原子炉設置変更許可申請書影響範囲と解析コードの関係 

・「発電用軽水型原子炉施設の安全評価に関する審査指針」に示される評価事象に

ついて、C/B変更後においても判断基準を満足することを説明。

（「炉心内の反応度又は出力分布の異常な変化」のうち「出力運転中の制御棒の

異常な引き抜き」は９×９（A型）燃料の解析にLANCR/AETNAを使用。）

・「制御棒落下」解析結果のうち破損燃料棒割合が既許可から変わったため、再評

価した被ばく評価結果を説明。なお、再評価に際し、評価に用いる気象年を島根

２号炉と同じものに最新化している。

・それ以外の評価事象についても、 C/B変更による影響はないものの、同様に島根

２号炉で用いた気象年に最新化し、再評価を実施しており、効率的に説明を行う

観点から、C/B変更に伴う添付十の説明に合わせて気象年変更後の被ばく評価も

説明する。

・C/B変更後においても、安定性（核熱水力安定性、プラント安定性、キセノン安定

性）の評価結果が設計基準を満足し、出力振動に対しては十分な減衰特性があるこ

とを説明。

・島根３号炉増設申請以降の他プラント審査を反映し、ほう酸水注入時の実効増倍

率の評価手法及び判断基準を見直しているため、見直し後の評価手法及び判断基準

について説明するとともに、C/B変更後の炉心に対する評価手法見直し後の結果を

示し、必要ほう素濃度の概略評価について説明。

・C/B変更により、安全限界MCPR（SLMCPR）が変わらないことを説明。

・C/B変更後における炉心の解析例を示し、最大線出力密度やMCPRは熱的制限値

を満足して運転可能なことを説明。

島根原子力発電所３号炉

原子炉設置変更許可申請書

添付書類八

3. 発電用原子炉及び炉心

3.1 燃料

3.1.5 機械設計

3.3 核設計、熱水力設計及び動特性

3.3.1 核設計

3.3.2 熱水力設計

3.3.3 動特性

6. 計測制御系統施設

6.1 原子炉制御系

6.1.2 原子炉停止系

添付書類十

2. 運転時の異常な過渡変化の解析

2.3.1 炉心内の反応度又は出力分布の異常な変化

2.3.2 炉心内の熱発生又は熱除去の異常な変化

2.3.3 原子炉冷却材圧力又は原子炉冷却材保有量

の異常な変化

3. 設計基準事故解析

3.2 原子炉冷却材の喪失又は炉心冷却状態の

著しい変化

3.3 反応度の異常な投入又は原子炉出力の

急激な変化

3.4 環境への放射性物質の異常な放出

3.5 原子炉格納容器圧力、雰囲気等の異常な変化

添付八のうち核設計、熱水力設計における炉心の解析例及びほう酸水注入時の実効増倍率評価
並びに添付十のうち「出力運転中の制御棒の異常な引き抜き」（上図下線項目）は、９×９
（A型）燃料の解析にLANCR/AETNAを使用している。

なお、その他の解析は解析コードの変更を行っていないものの、保守ファクタを乗じる等の考
慮を行ったうえで、LANCR/AETNAの評価結果を入力条件に用いているものもある。

設計基準事故のうち「原子炉格納容器圧力、雰
囲気等の異常な変化」はC/B変更による評価条件
の変更がないため、再解析は行っていない。

・C/B変更後における炉心の解析例を示し、核特性（減速材ボイド係数、ドップラ

係数等）について説明。また、評価したスクラム反応度曲線が設計スクラム曲線

に比べて安全側となっていることを説明。

C/B変更に伴う添付八、添付十における主な説明内容

：C/B変更により影響のある項目

反
応
度
係
数
等

 

LANCR/AETNAの妥当性

C/B変更後の添付八に係る解析結果

C/B変更後の添付十に係る解析結果


